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災害廃棄物の処理に係る事前の備えとして、担当職員及び関係者の知見や意識の向上、

ネットワーク作りを目的とし、十勝総合振興局及び根室振興局管内の自治体の災害廃棄物

処理担当者を対象とした人材育成事業を実施した。第2回,第3回ワークショップは、新型コロ

ナウィルス感染症拡大防止のため、リモート併用で実施した。

[1] 十勝総合振興局及び根室振興局管内における

自治体向け研修会

新型コロナウィルス感染拡大防止のための対策

検温

手指の消毒

間隔をあけた配席

定期的な換気

マスク着用

討議時フェイスシールド着用

実施項目 数量

(1) 災害廃棄物処理に係る講義の実施 1回 2時間以上

(2) 災害廃棄物処理に係るワークショップの実施 3回 各3時間以上

(3) 市町村ごとの災害廃棄物処理計画骨子（案）の作成支援 一式

(4) 自治体からの相談対応 一式

会場出入口に配置した手指消毒用アルコール

リモート併用のグループ討議
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[1] 十勝総合振興局及び根室振興局管内における

自治体向け研修会

【勉強会の開催】

実施状況
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[1] 十勝総合振興局及び根室振興局管内における

自治体向け研修会

【ワークショップの開催】

実施状況
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[1] 十勝総合振興局及び根室振興局管内における

自治体向け研修会

【市町村ごとの災害廃棄物処理計画骨子（案）の作成支援】

欠席自治体には、当日の資料とビデオを送付し、

内容を共有した。また、ワークショップ実施中に自

治体の理解がやや不足していると感じた事項につ

いては、後日、一斉メールで補足説明を行うなどプ

ッシュ型で作成支援を行った。

全研修終了後に自治体のワークシートが災害廃

棄物骨子案の形になるよう、3回の期間を定めてワ

ークシートの提出を依頼した。

【自治体からの相談対応】

自治体からの問合せは、メール、電話でのやり取

りを基本とした。個別対応したもののうち水平展開

が望ましいと考えられる事項については、一斉メー

ルや次回座学での説明により情報共有し、管内自

治体全体の理解促進を図った。

回答事項に関連する参考資料等がある場合は、

自治体担当者が作業する上で速やかに必要資料

を入手できるよう、参考資料名やURLを情報提供

するなど、具体的に参照すべき箇所についてフォロ

ーを行った。


